
第
二
十
三
条
、
第
四
十
八
条
の
二
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
の
二
、
第
五
十
二
条
の
二
、第
五
十
三
条
の
二
、

第
五
十
四
条
の
二
並
び
に
第
五
十
五
条
の
二
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、

第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、第
二
十
一
条
の
四
、

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
二

第
二
項
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
」
と
、
第
二
十
二
条
の
四
の
二
中
「
都
道
府
県
の
」
と
あ

る
の
は
「
指
定
都
市
の
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
五
十
二
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第

五
十
四
条
及
び
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
五
条
中
「
都
道
府

県
が
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

ら
第
九
条
ま
で
、
第
九
条
の
十
五
の
二
、
第
二
十
三
条
、
第
四
十
八
条
の
二
、
第
五
十
条
、第
五
十
一
条
の
二
、

第
五
十
二
条
の
二
、
第
五
十
三
条
の
二
、
第
五
十
四
条
の
二
並
び
に
第
五
十
五
条
の
二
中
「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
一
条
の
二

第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
四
、
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十

四
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
の
二
第
二
項
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
」
と
、
第
二

十
二
条
の
四
の
二
中
「
都
道
府
県
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」と
あ
る
の
は「
指

定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
二
条
、
第

五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
第
五
十
五
条
中
「
都
道
府
県
が
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
が
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
命
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
命
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
二
条
の
四

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条
の
四

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
十
一

（
略
）

一
〜
十
一

（
略
）

十
二

機
構
法
第
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
統
計
の
作
成
等
及
び
医
療
法
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
業
務
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
三
〜
十
五

（
略
）

十
二
〜
十
四

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
建
設
・
個
人
事
業
者
安
全
対
策
室
）

（
建
設
安
全
対
策
室
）

第
三
十
七
条

安
全
課
に
、
建
設
・
個
人
事
業
者
安
全
対
策
室
を
置
く
。

第
三
十
七
条

安
全
課
に
、
建
設
安
全
対
策
室
を
置
く
。

２

建
設
・
個
人
事
業
者
安
全
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２

建
設
安
全
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
者
と
同
一
の
場
所
に
お
い
て
仕
事
の
作
業
を
行
う
個
人
事
業
者
に

係
る
産
業
安
全
（
鉱
山
に
お
け
る
保
安
を
除
く
。）に
関
す
る
こ
と
（
労
働
基
準
監
督
官
の
行
う
監
督
に
関
す

る
こ
と
を
除
く
。）。

（
新
設
）

３

建
設
・
個
人
事
業
者
安
全
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

３

建
設
安
全
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

（
企
画
調
整
主
幹
及
び
統
括
研
究
官
）

（
企
画
調
整
主
幹
及
び
統
括
研
究
官
）

第
五
百
三
十
八
条

国
立
保
健
医
療
科
学
院
に
、企
画
調
整
主
幹
一
人（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ

て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）及
び
統
括
研
究
官
四
人
（
う
ち
一
人
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を

も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）を
置
く
。

第
五
百
三
十
八
条

国
立
保
健
医
療
科
学
院
に
、
企
画
調
整
主
幹
一
人
及
び
統
括
研
究
官
四
人
（
う
ち
一
人
は
、

関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。）を
置
く
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
六
号

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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